













































































































































審査委員：主査  隅蔵 康一 
委員  大山 達雄（副査） 
委員  角南 篤（副査） 
委員 竹内 比呂也（千葉大学） 
委員 小野寺 夏生（筑波大学） 
 
本論文の最終報告に引き続き、平成 22年 3月 19日（月）11時半より審査委員会が開催
された。審査委員は隅藏康一准教授（主査）、大山達雄教授（副査）、角南篤准教授（副
査）、竹内比呂也教授（千葉大学）、小野寺夏生名誉教授（筑波大学）の 5名であったが、
科学技術情報政策そのものを正面から取り上げた論文は世界的に見ても多くなくチャレン
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ジン精神旺盛な取り組みである、関係文書を網羅して分析しており適切な指摘がなされて
いる、といった意見に加えて、本論文について以下のような意見が出された。 
 
1. 「科学技術情報政策の基本方針」の脆弱性に関しては、脆弱性ゆえに何が問題とな
っているのかを加筆した方がよい。 
2. 「科学技術情報政策の基本方針」の脆弱性に関しては、脆弱性についての詳細な定
義を記載した方がよい。 
3. 政策検討における 3つの前提条件があいまいであるので、これらが導出される理由
を示した方がよい。 
4. 政策文献の「流れ」についての分析があるとよい。内容面、政策面、形態面でどの
ような推移があったのか。 
 
上記のコメントに対して、著者は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最
終確認を経た上で博士論文最終版として提出した。審査委員全員は本論文が本学博士論文
として妥当であると結論つけた。 
 
